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-特別シリーズ=
鮒髭讐さくらサイエンスプラン』友情と感激麻布大学の活動報告

黄沌堅く獣医学部教授)

文　教　ニ　ュ　ー　ス

国際化戦略としてのグローバル人材育成
【送り出し国･機関】‥台汚6人(国立中興大学､国立台湾大学､中国医薬大学)､タイ6人(チエラロンコン大学､ラジヤモンコン大学'チェンマイ大学)'中国4人(北京農学院､中国農業大学)､インドネシア2人(ガドゥジヤマダ大学)､帝国2人(ソウル国立大学)､フィリピン2人(フィリピン大学ロスバニョス枚)､マレーシア2人(マレーシアプトラ大学)

1.実施したサクラサイエンスプランの概要
家畜疾病や人獣共通感染症等が国境を適え

て伝播する機会が多くなっている昨今､疾病の診断実務を知る研究者による国家同情報ネットワーク構築の重要性が高い｡そこで'日本を含むアジア諸国の獣医学生の国際感覚を養い､グローバル人材を育成することを目的として､麻布大学(神奈川県相模原市)において､lSTサクラサイエンスプラン2014における科学技術交流活動として〝家畜疾病の最新診断技術〃コースを行うこととなった｡2.実施したプログラムのユニークな点∇本プログラムの参加者公募の際､ある一定の技術と知gE.のレベルに達しない学生にはー終了証を発行しない旨J来日前から送り出し横間および参加者に伝えた｡▽参加者全点が獣医師免許保持者或いは獣医学科高学年の学生であり､参加した日本人学生は国内で国際化の獣医学訓練の徳俵ができた｡▽本プログラムでは､実施約1かロ盈別に課克(宿題)を電子メールで与えられ､その解答を浸出してもらった｡課題内容は参加者がこ
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化法による幼虫の検出.同定.旋毛虫感染展内の標本作臥 

旋毛虫や細菌成分で刺激した堵費マクロ77-ジから分泌したサイT.カインを 

SandwichBLlSA(サイトカインミクロアレイ)による検出. 
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家畜寄生虫病の特殊故査妓衛:妬虫感染症診断のための定量的糞便検査: 

0-rjngchamberTElethod､BeadssieyingmethOd. 
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山賀県施農韓教場において｢ウシの受精卵移植技術の向上｣および｢牧草改善 

の技術｣受講○牛の糞便を肥1削こ変える施設見学. 
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家畜外部寄生虫の同定.観察,評注. 
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目黒寄生虫舘見学. 
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LAMP法によるサJt,モネラ属菌の迅速検出○ 

麻布大学の小動物病院と産業動物病院見学○ 
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CPE挽蕪､蛍光榛敢モノクローナル抗体およびポリクローナル抗体による感染細 

胞の重複染色○ 
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旋毛虫最染動物の剖検､成虫回収実施. 

送別会､終了昔授与式. 

10日日 亢�ﾙ��

伽謡　　宍壷SL皿t FH禁LOt

珊中



文　教　ニ　ュ　ー　ス　　　　　　　平成27年11月9日(月曜日)3　　　　　　　　　第2 3 67号(第三種郵便物認可)

れから取-扱う病原体(寄生虫'細菌'ウイルス)　について'参加者が事前に'十分な知敵を持っていることを確認することがDn的であった｡∇二番目の課題は､自然科学よりも社会科学に重点を置き､瑠璃者および日本人学生にlつの感染症を選ばせ､その感染症が自国で発生した場合にどのような影響が出るかについて論じさせた｡解答レポートはプログラム実施前に電子メールで提出してもらった｡▽招帝学生たちは､異なる文化および警レベルを背景に持つ者たちであったがーグルー′r　■∫.　　　L　.一.LJntL′t-ヽ　　JL ILI一日リ　]　1t●.JLIJJLTrTt.I LttLJ　ヽ　ヽ

▽招帝学生たちは､異なる文化および警レベルを背景に持つ者たちであったがーグループワークを通じて､学生同士で友情を養い'グローバルネットワークを作った｡▽各学生は初めて異国の学生と共同作葉を行い'そのようなグローバルな環境に刺激を受けていた｡また､学生連が､国の代表として高い意識と緊譲感を持ち､積趣的にかつ楽しく実習や討議に参加した｡各国の家畜疾病や

人戟共通感染症についても討議し､国際学術会議的な場を作り上げた｡▽外部寄生虫の診断および治療の実習では参加者達が自主的お互いに教え合い､お互いに学んだ｡∇プログラムには講義や座学がほとんどなく､始めから実習形式よって応用から理論を学ばせた｡このような形式が非常に良かったと参加者から評価された｡▽参加者達はいろいろな異国の文化や習慣を知ることができ､国によって常識と思われることが非常識となり､また､その逆なこともあることを知った｡3.今後の本プログラムへの希望と期待
参加者全点が本プログラムの継続を希望し

た｡帰国した参加者に誰と最も親しくなったかと聞-と､｢グループメイー｣という答えが一番多かった｡｢グループメイト｣の中に

山梨県酪農試験場の見学

覇転
日本人学生が必ず一名含まれていた｡もしいなかったらばプログラムの意義が損なわれたと考えられ､日本人学生の参加は欠かせないものと考えた｡今回のようなコースを継続的に実施し､できれば'定期的な国際コースとして発展させ､支援して頂けることをーSTに期待する｡よ-多-の海外の若者が日本を訪問する棟会を作ることは､日本の若者および日本社会の国際化に貢献すると考える｡チームメイーという概念は骨が同じ場所で共に学び､共に語ることから成り立っている｡今回のような実習形式を中心とするコースが次世代に､国境を超えた友情の麓をまくことになると思う｡.

▼

等fL　　宍愛三N yt豆喜


